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研究成果の概要：コンテンポラリーダンスは、1990 年前後に世界各地で生まれ、わが国も
その中心のひとつである。本研究は、その公演規模（社会的ニーズ）、美的質、社会基盤（政
府などによる支援など）について、過去 25 年分 10 万件におよぶ統計資料作成、各国政府
資料調査、聞き取りなどをおこない、各国の状況を明らかにした。その結果、公的支援が
貧弱なわが国においても、公演数／支援額比においては見るべきものがあることなどが明
らかになった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００６年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000 

２００７年度 3,700,000 1,110,000 4,810,000 

２００８年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

年度  

  年度  

総 計 12,400,000 3,720,000 16,120,000 

 
 
研究分野：舞踊美学 
科研費の分科・細目：哲学・美学 
キーワード：ダンス、上演芸術、現代舞踊、美学、アートマネジメント、文化マネジメント、

文化政策、身体  
 
１．研究開始当初の背景 
1990 年代以降日本では「コンテンポラリーダ
ンス」と呼ばれる新たな舞踊形態が、従来の
日本舞踊・バレエ・モダンダンスとは異なる
文脈で誕生し、しかもその成果は国際的な評
価を得た。またこれは世界でも似たような現
象が並行して起こっていた。しかしこの現象
について、その美学的分析や、社会的背景の
研究はまだ組織的に行われてはいなかった。 
 
２．研究の目的 
「コンテンポラリーダンス」について、そ
の独自な美的効果を美学的に探究し、それ

が誕生し、認知され、発展してゆくプロセ
スを社会的・経済的基盤の調査等を通じて
明らかにし、またその状況を国際的に比較
することによって、その全容を把握するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 
⑴コンテンポラリーダンスの上演者（カン
パニー、振付家）リストの作成、首都圏な
らびに全国の舞踊公演回数、作品数、観客
数、公演形態（劇場やフェスティバル運営、
制作プロダクションなどの制作状況、公
的・私的な助成状況）に関する悉皆的調査、



⑵日本の代表的な振付家、カンパニーにお
ける身体技法、演出技法などの聞き取り調
査に基づく美学的研究、 
⑶海外の振付家、カンパニーに関する美学
的研究、 
⑷国内カンパニー、劇場・フェスティバル
運営の実態に関わる事例研究、 
⑸海外カンパニー、フェスティバル運営実
態の事例研究。 
 
４．研究成果 
⑴過去 25 年のコンテンポラリーダンス公演
について約 10 万件のデータベースを作成。 
⑵内外の舞踊家・舞踊団運営者・行政担当
者・財団関係者・劇場ないしフェスティバル
プロデューサー等からのヒアリング。 
⑶上記資料に基づく分担研究者らの分析・研
究により、現在の状況および課題を明らかに
した。 
⑷上記状況および課題に関して国際シンポ
ジウムを開催し、比較検討した。 
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